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払
い
活
動
に
従
事
す
る
町
内

の
農
業
者
な
ど
29
人
が
参

加
。
サ
ル
の
特
性
や
サ
ル
被

害
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

学
び
、
地
域
で
の
活
動
に
つ

い
て
話
し
合
っ
た
。

当
日
は
、
電
動
エ
ア
ガ
ン

を
用
い
た
サ
ル
追
い
払
い
方

法
の
講
習
も
行
わ
れ
、
参
加

者
は
野
外
で
射
撃
練
習
に
取

り
組
ん
だ
。

町
全
体
で
サ
ル
の
追
い
払

い
活
動
を
推
進
す
る
井
手
町

で
は
、
今
年
か
ら
新
た
に
12

人
が
参
加
。
現
在
は
、
52
人

の
登
録
メ
ン
バ
ー
が
活
動
に

従
事
し
て
い
る
。

今
回
初
め
て
射
撃
練
習
に

参
加
し
た
農
業
者
は
「
サ
ル

を
寄
せ
付
け
な
い
地
域
づ
く

り
に
力
を
入
れ
た
い
」
と
今

後
の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

（
井
手
町
農
業
委
員
会
）

井
手
町
で
「
サ
ル
対
策
に

係
る
夏
季
研
修
会
」
が
８
月

26
日
に
開
か
れ
、
サ
ル
追
い

ッ
ク
の
研
修
交
流
会
は
、
７

月
11
日
、
三
重
県
多
気
町
の

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
で
開
催
し
、
農

産
物
の
直
売
に
取
り
組
む
女

性
委
員
な
ど
14
人
が
参
加
。

先
進
的
な
マ
ル
シ
ェ
や
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
レ
ス
ト
ラ
ン
の
運

営
方
法
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

往
復
の
バ
ス
車
内
で
も
、

各
会
員
の
活
動
交
流
や
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
充

実
し
た
研
修
交
流
会
と
な
っ

た
。今

後
、
中
丹
ブ
ロ
ッ
ク
で

は
、
11
月
29
日
に
府
立
農
業

大
学
校
の
見
学
や
農
大
生
と

の
意
見
交
換
を
計
画
。
他
の

ブ
ロ
ッ
ク
で
も
、
役
員
を
中

心
に
研
修
企
画
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。

な
り
、
会
員
か
ら
の
要
望
に

応
え
る
「
研
修
交
流
会
」
の

開
催
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

宇
治
・
綴
喜
・
南
丹
ブ
ロ

き
ょ
う
と
女
性
農
業
委
員

・
推
進
委
員
の
会
（
山
下
明

子
会
長
、
会
員
62
人
）
は
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
が
中
心
と

討
す
る
こ
と
や
、
有
害
鳥
獣

に
よ
る
農
作
物
被
害
の
減
少

に
つ
な
が
る
対
策
の
強
化
な

ど
も
求
め
た
。

西
脇
知
事
は
、
農
業
委
員

会
の
活
動
や
農
地
中
間
管
理

機
構
の
事
務
に
必
要
な
予
算

を
国
に
要
望
し
て
い
く
考
え

を
示
す
と
と
も
に
、
「
京
都

府
と
し
て
一
人
一
人
の
新
規

就
農
者
・
移
住
希
望
者
に
寄

り
添
っ
た
伴
走
支
援
や
、
農

外
企
業
と
連
携
し
た
人
材
育

成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に

取
り
組
み
た
い
」
な
ど
と
回

答
し
、
農
業
会
議
の
提
案
を

施
策
に
反
映
す
る
考
え
を
示

し
た
。

場
づ
く
り
事
業｣

や｢

ま
る
っ

と
農
地
中
間
管
理
方
式｣

な

ど
広
域
的
に
農
地
管
理
体
制

を
確
立
す
る
取
り
組
み
の
支

援
強
化
を
要
望
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
水
稲
の
高
温

耐
性
品
種
「
京
式
部
」
の
栽

培
希
望
農
家
へ
の
対
応
を
検

く
り
④
農
業
者
が
実
施
を
望

む
施
策
⑤
各
地
域
の
課
題
に

対
す
る
支
援


の
５
項
目

に
ま
と
め
て
提
案
し
た
。

特
に
、
地
域
計
画
の
実
現

支
援
で
は
、
農
業
委
員
会
が

地
域
リ
ー
ダ
ー
を
協
力
員
に

委
嘱
し
、
農
地
農
業
相
談
を

定
期
開
催
す
る
予
算
や
農
地

中
間
管
理
事
業
の
市
町
村
委

託
費
の
増
額
を
要
望
ま
た


農
人
材
の
育
成
で
は
、
新
規

就
農
者
の
定
着
に
向
け
て
関

係
機
関
に
よ
る
伴
走
支
援
体

制
の
強
化
な
ど
を
求
め
た
。

さ
ら
に
、
持
続
可
能
な
農

業
・
農
村
づ
く
り
で
は
、
後

継
者
不
足
や
経
営
悪
化
に
悩

む
集
落
営
農
組
織
を
支
え
る

た
め
、
普
及
セ
ン
タ
ー
に
担

当
職
員
を
配
置
す
る
と
と
も

に
｢

集
落
連
携
１
０
０
㌶
農

と
し
て
、
①
地
域
計
画
の
実

現
支
援
②
農
人
材
の
育
成
③

持
続
可
能
な
農
業
・
農
村
づ

提
案
で
は
、
食
料
・
農
業

・
農
村
基
本
法
に
基
づ
く
農

業
構
造
転
換
に
必
要
な
施
策

を
学
校
給
食
で
使
う
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

京
田
辺
市
に
は
小
学
校
が

９
校
、
中
学
校
が
３
校
あ

り
、
小
学
校
は
自
校
方
式
、

中
学
校
は
今
年
４
月
か
ら
給

食
セ
ン
タ
ー
方
式
で
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
元
産
の
特

別
栽
培
米
や
野
菜
を
使
う
た

め
、
直
売
所
と
の
連
携
強
化

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

村
瀬
梓
委
員
は
地
元
マ
マ

さ
ん
た
ち
の
活
動
団
体
「
こ

ど
も
と
ご
は
ん
」
の
代
表
を

務
め
、
市
内
で
有
機
栽
培
に

取
り
組
む
農
業
者
の
野
菜
を

学
校
給
食
に
つ
な
ぐ
活
動
や

食
育
・
農
業
体
験
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

川
端
美
惠
委
員
は
農
業
委

員
会
だ
よ
り(

年
３
回
発
行)

に
「
京
田
辺
を
味
わ
う
レ
シ

ピ
」
を
連
載
。
市
内
全
世
帯

に
配
布
さ
れ
、
非
農
家
の
読

者
か
ら
「
旬
の
野
菜
を
使
っ

た
一
品
が
楽
し
み
」
と
評
判

に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
女
性
委
員
の
得
意

分
野
を
活
か
し
、
地
場
産
の

消
費
拡
大
に
貢
献
す
る
活
動

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

（
京
田
辺
市
農
業
委
員
会

・
山
下
明
子
委
員
、
村
瀬
梓

委
員
、
川
端
美
惠
委
員
）

山
下
明
子
委
員
は
地
場
産

野
菜
の
直
売
所
「
普
賢
寺
ふ

れ
あ
い
の
駅
」
の
駅
長
を
務

め
、
京
田
辺
産
の
米
や
野
菜

地
域
と
こ
ど
も
た
ち
の
食

を
支
え
る
京
田
辺
市
の
女
性

農
業
委
員
（
３
人
）
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

地
場
産
野
菜
の
消
費
拡
大
に
貢
献

京
田
辺
市
の
女
性
農
業
委
員
（
右
か
ら
）
山
下
委

員
、
川
端
委
員
、
村
瀬
委
員

円、当日購入可能）が必要とな

る。

詳細は、府農業会議のホーム

ページ、または、☎075・417・

6847まで。

定員は各30人で、午前10時30

分～午後４時の日程で開催され

る。参加費は無料だが、実践編

の受講にはテキスト『はじめて

のパソコン農業簿記』（3300

パソコンによる複式簿記の基

本を理解し、日々の経営管理や

青色申告に役立つ「農業簿記講

座」が11月に府内２会場（福知

山市･京都市）で開催される京

都府農業会議と京都府農業共済

組合が受講者を募集している。

基礎編では、税理士の講義で

複式簿記の基本と仕訳や決算の

実務について学ぶ。実践編で

は、パソコンによる簿記記帳や

青色申告の方法についてマスタ

ーする。

▼北部会場（中丹勤労者福祉

会館）基礎編11月11日（月）、

実践編11月25日（月）

▼南部会場（京都パルスプラ

ザ）＝基礎編11月14日（木）、

実践編11月28日（木）

パソコン農業簿記講座の受講者を募集

昨
年
も
参
加
者
に
好
評
だ
っ
た
農
業
簿
記
講
座

電動エアガンでサル撃退
井手町

研修会と射撃練習に人参加

的に向けて電動エアガンの射撃練習をする参加者

各
ブ
ロ
ッ
ク
で｢

女
性
委
員
研
修
交
流
会｣

を
開
催

宇
治
・
綴
喜
・
南
丹
ブ
ロ
ッ

ク
研
修
交
流
会
の
参
加
者

（
三
重
県
多
気
町
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｏ

Ｎ
、
７
月
11
日
）

きょうと女性農業委員･推進委員の会 令
和
７
年
度

農
業
施
策
を
西
脇
知
事
に
提
案

地
域
計
画
の
実
現

農
人
材
の
育
成

持
続
可
能
な

農
業･
農
村
づ
く
り
の
支
援
な
ど
を
要
望

府農業会議

西脇知事（左）に提案書を渡す栗山会長

京
都
府
農
業
会
議
（
栗
山
正
隆
会
長
）
は
、
10
月
１
日
、
「
令
和
７
年
度
京
都
府
農
業
施
策
及
び
予
算

に
関
す
る
提
案
」
を
提
出
し
、
西
脇
隆
俊
知
事
、
鈴
木
一
弥
副
知
事
と
意
見
交
換
し
た
。

京都 ８年(令和6年)()全 国 農 業 新 聞月４回金曜日発行 定価１か月700円(年間8,400円)送料共（第３種郵便物認可）


